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見学の目的

　我が国日本海側を代表する砂浜海岸である千里浜，および同じく代表的な岩石海岸で

ある能登金剛の巌門をそれぞれ見学し，両海岸における地形，地質，生態系などを観察

する．そして，それぞれの海岸の環境条件，とくに堆積環境を個々に考えるとともに，両

者を比較することでそれぞれの特徴を際だたせ，それらをふまえて両海岸での社会基盤

整備について考える．

見学ルート

　角間キャンパス→内灘ＩＣ（能登有料道路）→今浜ＩＣ→千里浜（ストップ１：千里浜なか

ば）→国道→厳門（ストップ２）→角間キャンパス

レポート

１．千里浜で見たこと，聞いたこと，考えたこと，ならびに文献・資料等で調べたことを見

学現場のスケッチあるいは画像とともに記述せよ．

２． 厳門で見たこと，聞いたこと，考えたこと，ならびに文献・資料等で調べたことを見学

現場のスケッチあるいは画像とともに記述せよ．

３．現場で観察した事実や資料などからの情報を十分にふまえたうえで，両海岸におけ

る自然環境一般について比較しつつ記述せよ．そして，両海岸で観光産業上の問題

となっている下記の件について社会基盤整備の視点からその対策について考察せ

よ．

　（１）千里浜では海岸面積の減小（砂の浸食）による車輌走行面積の減少や景観の破

壊が大きな問題となっている．

　（２）厳門に代表される能登半島の岩石海岸では，岩壁や岩塔の崩落による景観の損

壊などが大きな問題となっている．

レポートの〆切

　１０月１０日（水）午後５時．自然研２号館Ｃブロック５階５１７号室のポスト．
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